
み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

▼
小
中
山
地
区
に
津
波
避
難
施
設
が
一
部
完
成

　
今
回
は
、
美
し
い
道
づ
く
り
に
取
り
組

む
野
田
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
環
境

産
業
部
会
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
自
主
的
な
生
活
環
境
づ
く
り

　
野
田
校
区
は
、
地
域
内
の
課
題
に
対

し
、
校
区
・
地
区
の
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
素
早
く
的
確
に
対
応
で

き
る
自
主
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
産

業
部
会
で

は
、
歩
道

が
あ
る
幹

線
道
路
を

中
心
に
、

歩
道
の
除

草
作
業
、

道
路
脇
に

溜
ま
っ
た
土
の
除
去
作
業
、
通
学
路
の

妨
げ
に
な
る
樹
木
の
剪
定
な
ど
、
約
20

名
の
部
会
員
で
年
３
回
の
道
路
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
道
路
美
化
活
動
の
発
展
に
向
け
て

　
野
田
校
区
を
通
る
国
道
２
５
９
号
は
、

日
頃
か
ら
多
く
の
観
光
客
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
で
安
全
な
道
路
を

維
持
し
、

観
光
客
を

お
も
て
な

し
す
る
た

め
に
は
地

域
の
協
力

が
必
要
と

い
う
思
い

か
ら
、
平

成
25
年
か

ら
道
路
美

化
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
の
心
と
活

動
が
、
他
の
校
区
や
団
体
な
ど
市
内
全

体
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課　
☎
23‐３
５
３
５

　
こ
ん
に
ち
は
、
ひ
で
く
ん
で
す
。

　
今
回
は
、
大
地
震
が
発
生
し
た
時
の

津
波
避
難
場
所
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
、
小
中
山
地
区
の
一
時
避
難
場
所

の
一
つ「
津
波
避
難
施
設
」を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
◆
一
時
避
難
場
所

　
市
の
指
定
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
前

に
、「
近
隣
住
民
が
一
時
的
に
集
合
し

て
状
況
確
認
な
ど
を
行
う
場
所
」で
す
。

地
区
集
会
所
や
公
園
な
ど
が
一
時
避
難

場
所
と
な
り
ま
す
。

◆
小
中
山
地
区
津
波
避
難
施
設

　

津
波
避

難
困
難
地

域
と
な
っ

て
い
る
小

中
山
地
区

の
住
民
避

難
対
策
と

し
て
、
全

４
カ
所
を

整
備
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
15

日
か
ら
小

中
山
総
合

会
館
と
六

所
神
社
東

側
の
２
施

設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
下
旬
に
は
小
中
山
児
童
公
園
と

医
王
寺
南
側
駐
車
場
の
２
施
設
が
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

災
害
が
起
き
る
前
の
平
常
時
に
こ

そ
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難
所
、
指

定
避
難
場
所
、
一
時
避
難
場
所
な
ど
、

前
も
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

▲市HP

▲除草作業の様子

▲環境産業部会のメンバー

◦六所神社東側

◦小中山総合会館
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